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第１学年生活科学習指導案

「おもりでうごくおもちゃを つくってあそぼう」１．単元名

２．指導観

○ 本単元は，身近にある物を使っておもりで動くおもちゃを作って遊んだり，作り直したりする

ことを通して，おもりで動くおもちゃのおもしろさを味わい，科学的な見方や考え方の基礎を培

うことが主なねらいである。

ここでは，おもちゃを作ったり，おもちゃで遊んだり，くり返し活動できるような教材を用

いることで，どの子も思いや願いをもち，それを実現しようと意欲的に活動することができる

と考える。共通体験として取り入れるやじろべえは，ゆらゆらとゆっくり揺れ，落ちそうで落

ちないおもしろさや指に乗せて何度でも遊べるため，くり返すことが好きな１年生の子どもた

ちの実態にあっている。次の単元「とびだせあそびたい秋」で，秋の素材を使っておもちゃ作

りをする時にも，本単元での経験が生かされるものと考える。やじろべえは仕組みを目で見て

うでの長さやおもりの重さなどを直観的に特徴付けたり，また指に乗せて体感して特徴付けた

りできる。左右のおもりを比べたり，友達の物と比べたり，工夫する前と後を比べたりするこ

とができる。このように意欲的に作って遊ぶ，作り直すというくり返し活動をすることは科学

的な思考や認識の基礎を育てる上で価値がある。

また，おもりで動くおもちゃを作る活動を通して，身近な物を使っておもちゃができること

を知ることや，友達と一緒に遊び一緒に工夫する楽しさを味わうことは，今後の子どもたちの

生活を豊かにすることができると考える。さらに，活動を通して友達と仲良く遊ぶことや遊び

に使う用具を上手に使えるようになることは，自立への基礎を培う上で意義があると考える。

○ 本学年の子どもたちは１学期の生活科「あさがおぐんぐんそだて」の学習で，友達の物と自分

の物を比べて，花や葉の数の違いに気付いたり，昨日と今日とを比べて，つぼみの変化に気付い

たり，上と下を比べて下の方から先に花や種ができたことに気付いたりと変化や成長の様子に関

心をもって観察することができるようになってきている。しかし，植物への興味・関心には差が

あり，自分で意欲的に活動を続けられる子は ％程度であり，その他の子どもは教師の声かけ70
などの支援を必要としていた。

アンケートによると，おもりで動くおもちゃで遊んだことがある子は少ない。そのうち，やじ

ろべえで遊んだことがある子，作ったことがある子は ％であった。つり合うには左右の重10.5
さが同じであることやうでの長さが同じであることが分かると思われる子が ％である。その78
うち ％の子は，遊んだことも作ったこともない子である。これは，シーソーで遊んだときに84
重い方が下がる，後ろに乗った方が下がるという経験から推測したものと思われる。また，やじ

ろべえで遊んだことがある子どものうち ％は，つり合うためにはうでの長さが同じであるこ75
とに気付いていないと思われる。

， ， ， ，○ 本単元では やじろべえで遊んだり作ったりする際に 左右を比べたり 友達の物と比べたり

工夫する前と後を比べたりする活動を通して，やじろべえはうでの長さやおもりのバランスによ

って動き方が変わることに気付き，おもりで動くおもちゃの動きのおもしろさを味わい，遊びを

工夫して楽しむことができるようにしたい。

そのために，第１次で自分でやじろべえを作る活動を取り入れたい。初めに教師がやじろべえ

を提示して遊んでみせることにより 「おもしろそう！やってみたい 」という意欲を喚起した， 。

い。その際，提示するやじろべえは，仕組みが見えやすく子どもたちにとって身近で扱いやすい

竹ひごと油粘土，爪楊枝で作られた物を使いたい。やじろべえの作り方は教師のやじろべえを見

ながら，大型模型を使って考えさせ，見通しをもって作る活動に取り組ませたい。うまくやじろ

べえを作れた子どもが出てきたら「どうしたらうまくできたの」と問い返し，左右を比べたり教

師のやじろべえと比べたりして作ったという意見を取り上げ，価値付けていきたい。また，つり
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合わなくて困っている子にはどうしたらうまく立つかアドバイスをもらえるようにしたい。その

後，つり合わないやじろべえの左右のおもりの重さを比べたり，うでの付け方を比べたり，つり

合っているやじろべえと比べたりしている活動を教師が価値付けながら作って遊ぶ活動をするよ

うにする。そして，やじろべえはおもりの重さが違うとつり合わないが，おもりの重さを左右で

同じにするとつり合うこと，うでを左右対称に付けているとつり合うことなどに気付かせたい。

左右を比べたり，友達と比べたりと比べる活動によって気付きが得られた時には 「くらべるマ，

ーク」を，やじろべえのつり合いとおもりの重さやうでの長さの関係付けによって実感を伴った

気付きが得られた時には「こうしたらこうなるマーク」を黒板に貼り，価値付けをしていく。

第２次では，長い竹ひごを使ってやじろべえを作って遊ぶ活動を行いたい。初めに第１次をふ

り返り，重さやうでのつけ方など子どもたちから出た気付きや，作る時は左右で比べてみること

が大切であること想起させる そして 教師が長い竹ひごを使って作ったやじろべえを見せ こ。 ， ，「

の前よりもおもしろそうだ。やってみたい」という意欲を喚起し 「ながいたけひごをつかって，

うまくたつやじろべえをつくろう」というめあてを持たせる。やじろべえを作って遊ぶ活動は，

比べたり教え合ったりできるようにグループで行うようにする。さらに，長い竹ひごでつり合う

やじろべえができた子どもには，どうしたらうまくつり合ったのかを問い返しその活動への価値

付けをしていく。また，できあがった子にはうでの長さが違うやじろべえを提示し，うでの長さ

が違うやじろべえをつり合わせるために左右のバランスを考えて作る物にもチャレンジさせた

い。そしてふり返りの際には比べたり，関係付けたりすることの大切さを感じ取らせるために，

やじろべえ作りの中で気付いたことを問い返し「くらべたよマーク」や「こうしたらこうなるマ

ーク」で価値付けるようにしていく。

第３次では，おもりで動く様々なおもちゃの中から作りたい物を選んで作らせたい。その際，

やじろべえで遊んだり，やじろべえを作ったりする活動の中で学んだおもりのバランスを生かせ

るまわるやじろべえ，つなわたりやじろべえ，一本うでのやじろべえ，おきあがりこぼし，シー

ソーなどを参考作品として提示したい。これらは１年生の子どもたちが自分で作れたという達成

感，満足感を味わうことができるようにつくりが簡単なものである。さらに，作ったおもちゃで

友だちと遊ぶことにより，動きを工夫して作るという活動へと継続し，自分の生活へとつなげて

いけるようにしたい。

３．単元の目標

○ 生活についての関心・意欲・態度

・友だちと仲良く，おもりで動くおもちゃで遊んだり，おもちゃを作ったりすることができる。

・身の回りの材料を使って，おもりで動くおもちゃを最後まで作ることができる。

○ 活動や体験についての思考・表現

・おもりで動くおもちゃで遊んだりおもちゃを作ったりする中で，友達と比べたり，作り直す前

と後を比べたりすることができる。

・おもりで動くおもちゃのおもりの重さと動きを関係づけて考え，工夫して作ることができる。

○ 身近な環境や自分への気付き

・遊んだり 作り直したりすることを通して，やじろべえはおもりやうでのバランスが大切である,
ことに気付くことができる。

・おもりで動くおもちゃ作りを通して，自分や友達のよさに気付くことができる。
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４．指導計画（全７時間）

次 主な学習活動と内容 教師の支援 時

１．やじろべえを作って遊ぶ。 ○ 教師が作ったやじろべえで遊ぶ １

第 （１）教師のやじろべえを見て，作り方を知る。 姿を見せ，作る意欲を持たせられ ○組

一 指の先に乗せ ぼくも作って うでが２本と るようにする。 本時

次 ると，ゆらゆ みたいな。う 粘土が３つと ○ 楽しく作って遊べるように，１

らしておもし まくできるか 爪楊枝が１本 年生の子どもたちが扱いやすい竹

や ろいな。 な。 いるんだな。 串，油粘土，爪楊枝を用意する。

じ

ろ （２）やじろべえを作って遊ぶ。 ○ 左右のおもりの重さを比べた

べ 粘土に竹ひご 粘土を右と左 わたしのやじ り，友達と比べたりした時は「く

え を刺すのは， を同じ大きさ ろべえは，鼻 らべたよマーク」で，どうしたら

を このくらいで にしたら倒れ の上にもうま つり合うようになったのか問い返

作 いいかな。 なくなった。 く乗ったよ。 し，言えた時には「こうしたらこ

ろ うなるマーク」を貼り，活動を価

う 値付けるようにする。

○ 自分ではどうやって作ったらい

いのか分からない子どもには，教

師のやじろべえを見せたり，友達

のやじろべえを見るようにアドバ

イスしたりする。

２．やじろべえを作り直して遊ぶ。 ○ 前時をふり返り，やじろべえの １

第 （１）やじろべえがうまく立つ作り方を話し合う。 仕組みやつり合うやじろべえの作 □組

２ うでは，下向 粘土の大きさ 軸は，あまり り方のコツを発表させる。 本時

次 きに斜めに刺 は，右と左を 長いと倒れや ○ 教師が長い竹ひごを使ったうで

した方が倒れ 同じにすると すいから，短 の長さの違うやじろべえを見せ，

う なかったよ。 よかった。 くしたよ。 自分たちも作ってみたいという意

で 欲を喚起する。

の （２）やじろべえを作り直す。 ○ 前時に作って遊んだやじろべえ

長 先生のみたい うでの長い方 粘土に刺す竹 の材料の他に長い竹ひごを用意し

い に，うでの長 に傾いたよ。 ひごはこのく うでの長さを工夫できるようにす

や さを左右で変 どうしたらう らい下向きに る。

じ えてもうまく ま く 立 つ か するとうまく ○ うでの長さが違ってもうまくつ

ろ できるかな。 な。 立つかな。 り合うやじろべえができた子を賞

べ 賛する。やじろべえをつり合わせ

え （３）できたやじろべえで工夫して遊ぶ。 るためにうでの長さとおもりの重

に うまくつり合 ○○君，この 右に傾いてい さを左右比べたり，友達と比べた

作 ったよ。もっ 細い枝にどち るな。右の粘 りした時は「くらべたよマーク」

り と粘土を大き らが長く留ま 土を少し小さ を貼り，どうしたらつり合うよう

直 くしても作れ れるか，競争 く し て み よ になったのか問い返し，言えた時

「 」そ るかな。 しよう。 う。 には こうしたらこうなるマーク

う を貼り，価値づけるようにする。
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３．おもりで動くおもちゃを作って遊ぶ。 ○ やじろべえと同じように，重り

（１）参考作品を見て，どんなおもちゃを作り のつけ方によって，おもしろい動 １

第 たいか計画を立てる。 きをするおもちゃを紹介し，作っ

三 ・シーソー ・一本うでのやじろべえ てみたいという意欲を喚起する。

次 ○ 提示するおもちゃは，達成感が

味わえるように子どもたちが扱い

お やすい材料でできていて，仕組み

も が簡単な物にする。

り ・つなわたりやじろべえ・おきあがりこぼし ○ やじろべえを工夫して作りたい

， 。で 子には それも認めるようにする

動

く ○ 子どもたちの意欲を大切にする

お ために，材料を十分に用意してお

も く。

ち

ゃ ・まわるやじろべえ

を

作

ろ

う

（２）材料を考えて選び，おもちゃを作る。 ○ 子どもたちのアイディアを認め ３

つなわたりや おきあがりこ 一本足のやじ ながら，つり合わせるために必要

じろべえは， ぼしは，おも ろべえは，２ な条件については，やじろべえ作

この前と同じ しろい動きに 本足のよりも りを思い出させるようにする。

ように，右と なるように， 難しいな。針

左のおもりの 粘土を付ける 金の曲げ方を

大きさを同じ 場所を考えよ 工夫してみよ

にしよう。 う。 う。 ○ お互いのがんばったところやお

（３）作った物を見せ合って遊ぶ。 もちゃのおもしろさを認め合える １

どちらが，長 この細い枝に おきあがりこ ようにする。

く倒れないか も留まれるか ぼしの重りの

競争しよう。 チャレンジし 場所を変える

てみよう。 と転がり方が

変わっておも

しろいよ。

●

●
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第１学年 生活科学習指導案

指導者 ○○ ○○

２／７ 場所 オープンルーム５．本時

６．本時の目標

○ 長い竹ひごを使ってやじろべえがつり合うように，左右を比べたり，友達と比べたり，この前

に作った時と比べたりしながら楽しく作って遊ぶことができる。

７．本時の仮説

やじろべえの左右や友達の物と自分の物を比べたり，うでとおもりのバランスを関係付けたりし

て作っている活動を価値付ければ，子どもたちは長い竹ひごを使ってやじろべえがつり合うように

工夫して楽しく遊ぶことができるであろう。

８．本時指導の考え方

本学級の子どもたちは，前時にグループごとに油粘土と竹ひご，爪楊枝という簡単な仕組みのやじ

ろべえを自分で作っている。そして，作ったやじろべえを指先などに乗せて遊び，うまくつり合った

やじろべえはゆらゆら揺れてもなかなか落ちない楽しさを味わっている。子どもたちは作ったり遊ん

だりする中で左右のうでとおもり，真ん中に重心が必要であるというやじろべえの作りを実感してい

る。さらに，やじろべえがつり合わずに傾いたり，落ちてしまったりした時には，左右のうでを付け

る角度を変えたり，おもりの重さを左右揃えたりして，つり合うように工夫して遊んでいる。また，

前時学習のふり返りでは，左右を比べたり，友達の物と比べたりすることの大切さや，やじろべえが

つり合うためには，おもりの重さやうでの長さを左右揃えることと関係付けて作ることが大切である

ことを教師の価値付けによって学んでいる。

そこで，まず，前時にやじろべえを作って遊んだこととその時にどんな気持ちであったかを想起さ

せ，発表させる。その際，想起する手がかりになるように前時に作ったやじろべえと子どもの気付き

をまとめたものを用意しておく。

次に，教師が長い竹ひごで作ったやじろべえを提示し 「前時のやじろべえよりおもしろそうだ」，

「 」 。 「 ，自分も作ってみたい という意欲を喚起したい そして本時のめあて ながいたけひごをつかって

うまくたつやじろべえをつくろう 」をつかませ，作って遊ぶ活動に取り組ませたい。その際，グル。

ープで活動させることにより友達のやじろべえと自分のやじろべえを比較できるようにしたい。作る

材料は，竹ひご，油粘土，爪楊枝など１年生の子どもたちが扱いやすい材料である。また竹ひごは３

０～５０ 程度の物を自由に選んで使えるように用意しておきたい。長い竹ひごを使ったやじろべcm
えができた子どもには 「どうしたらうまくできたの？」と問いかけ 「○○したらつり合った 」と， ， 。

いう子どもには 「○○するとつり合うんだね 」と認める声かけをし，その行動の価値付けをした， 。

。 ， ， ， ，い また どのようにしたらつり合うのか分からず 活動が停滞している子どもには 黒板を見たり

友だちの物を見たりして比べることの大切さを思い出させるようにアドバイスしていくようにする。

また，油粘土が柔らかくて崩れやすいためにうまく作れない子には，ねんどをアルミホイルでくるむ

とよいことをアドバイスしていくようにする。さらに，長い竹ひごでやじろべえができた子には，左

右のうでの長さが違うやじろべえを提示し 「うでの長さが違う時，どうやったらつり合うかな？」，

と左右のバランスを考えるような問題提起もしていきたい。

， ， ， 。 ，最後に 本時の学習をふり返って ふり返りカードに記入した後 感想を話し合いたい その中で

友達との比較や左右の比較など比べることができていた時には「くらべたよマーク」を，左右のうで

の長さやおもりの重さのバランスとやじろべえがつり合うことを関係付けることができていた時は

「こうしたらこうなるマーク」を黒板に貼って価値付けるようにしたい。また，教え合い，助け合い

などのよい学び方も紹介し認め合いたい。そして，おもりを使ったいろいろなおもちゃを見せ，次時

には作る計画を立てることを知らせ，次時への意欲をつなぎたい。

９．準備

第１次で使ったやじろべえ，くらべたよマーク，こうしたらこうなるマーク，やじろべえの模型，

やじろべえの材料（竹ひご，油粘土，爪楊枝，スチロール板） ペンチ，セロハンテープ
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0．本時の展開 （２／７）1

☆教材の工夫時 主な学習活動と内容 ○教師の支援

１．前時をふり返り，本時のめあてをつかむ。 ○ 前時に遊んだやじろべえや子どもの

（１）前時にやじろべえを作って遊んだことを想起 気付きをまとめた物を用意しておき，

する。 前時を想起する手がかりになるように

する。やじろべえを やじろべえを やじろべえの

○ 前時の活動で，楽しかったこと，嬉作るのは難し 指に乗せると 粘土を同じ大

しかったこと，困ったことなどを発表かったけど作 ゆらゆらして きさにしたら， ，

させ，子どもたちの思いに共感するよれたから嬉し おもしろかっ うまく立って

うにする。かった。 た。 嬉しかった。

○ ３５ｃｍくらいの竹ひごで作ったや

（２）教師が長い竹ひごを使って作ったやじろべえ じろべえを提示し，やじろべえをさら

５ を見せ，本時のめあてをつかむ。 に作り直してみることに意欲を持たせ

るようにする。先生のやじろ うでが長くて

○ 長い竹ひごを使うので，周りの安全べえは，うで も左右同じ長

に気をつけて作ったり遊んだりできるがあんなに長 さならうまく

ように指導する。いけどぼくに 立つと思うよ。

。 。もできるかな やってみよう

ながいたけひごをつかって，うまくたつ やじろべえを つくろう。

○ 友達と比べ合えるように，グループ

２．やじろべえを作って遊ぶ。 で活動させるようにする。10
（１）やじろべえを作って遊ぶ。 ○ 竹ひごに粘土をうまく付けられない

子には，粘土をアルミホイルでくるむ長い竹ひごを 長い竹ひごを 長い竹ひごに

とよいことをアドバイスする。２本使って， 粘土に刺すと 粘土を付ける，

☆ 比べることの大切さを感じ取らせるうでの長いや すぐに崩れる と重いから小

ために，前と比べたり，左右を比べたじろべえを作 からどうした さい粘土球に

りした発言が出た時には，｢くらべたよってみよう。 らいいかな。 してみよう。

マーク｣を黒板に貼り，価値付けるよう35 （２）長い竹ひごを使ってやじろべえを作るコツを

にする。話し合う。

○ 自分のやじろべえができた子には，うでが長いか この前のやじ 机の上ではぶ

，ら，前より小 ろべえより， つかりやすい うでの長さが違うやじろべえを提示し

さらに作ってみようという意欲を喚起さい粘土球に うでを下ろし から，立って

する。したら落ちに たら，倒れに 作った方がい

くくなったよ くくなったよ いよ。。 。

☆ 関係付けることの大切さを感じ取ら３．本時学習をふり返り，次時学習について知る。

せるために，つり合わせるためにどん42 （１）本時学習の感想をふり返りカードに書き，

な工夫をしたのかが言えた時には「こ発表し合う。

うしたらこうなるマーク」を黒板に貼○○さんみた 左右を同じに うでの長さが

り，価値付けるようにする。いにうでを下 すれば，うで 違う時は粘土

○ ねばり強くがんばったこと，友だちろしたら上手 が長くても短 の大きさを変

と教え合えたこと，仲良く遊べたことに立って嬉し くてもうまく えたらうまく

など学び方や態度のよさも賞賛する。かったです。 作れました。 立ちました。

（２）次時学習についての教師の話を聞く。 ○ 次時の計画の時に見せる参考作品を

○ 次時は，どんなおもちゃを作りたいか計画 見せ，次時への意欲をつなげるように

を立てること する。
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第１学年 生活科学習指導案

指導者 ○○ ○○

１／７ 場所 １年□組教室５ 本時．

６．本時の目標

○ やじろべえのおもりの重さを左右で比べたり，友達のやじろべえと比べたりして作って遊ぶこ

とができる。

７．本時の仮説

自分のやじろべえを作る際に左右のおもりの重さを比べたり，友達と比べたりする活動を価値付

， ， ， 。ければ 子どもたちは やじろべえがつり合うように工夫して 楽しく遊ぶことができるであろう

８．本時指導 の考え方

本学級の子どもたちは，やじろべえで遊んだ経験がある子どもは８％しかいない。そこで本時で

は，教師が作ったやじろべえを紹介し，作って遊ぶ活動を楽しませたい。

まず，教師が作ったやじろべえのゆらゆら揺らしても倒れそうで倒れそうにない様子を見せ「自分

もやってみたい。作ってみたい 」という本時学習への意欲をもたせたい。提示するやじろべえは，。

仕組みが見やすく，子どもたちにとって身近で扱いやすい竹ひごと粘土と爪楊枝で作った物である。

次に，やじろべえ作りの見通しをもたせるために，教師の作ったやじろべえをもとにやじろべえの

。 ， ，仕組みを考えさせる そして 材料をグループごとに配ってグループで一緒に活動させることにより

友達のやじろべえと自分のやじろべえを比較できるようにしたい。子ども同士で比べて作ったり遊ん

だりする中で，左右のおもりの重さや腕の傾きによってやじろべえがつり合ったり，つり合わなくな

ったりすることや動きが変わるおもしろさを味わわせたい。

自分が気付いたことを友達に言ったり友達から教えてもらったりすることで子ども同士のコミュニ

ケーションが深まり 気付きも深まるものと考えられる うでを斜めにしたらうまくいったよ ○， 。「 。」「

くんのようしたらつり合った 」という子どもには 「○○したらつり合うんだね 」と認める声かけ。 ， 。

をし，その行動の価値付けをしたい。活動が停滞している子どもには教師の作った見本や友達の物を

見るようにアドバイスしていきたい。

また，作ったり遊んだりしている途中で，できた子どものやじろべえを紹介する時間をとりたい。

どのようにしたらつり合ったかを問いかけ「おもりを同じくらいにしたらつり合った 「このぐ。」

らいに竹ひごをさしたらできた 」など言えた子どもには「こうしたらこうなるマーク」を黒板に貼。

って価値付けたい。また 「なかなかつり合わない」という子どもにどのようにしたらつり合うかア，

ドバイスをしてもらい，やじろべえをつりあうこつをみんなに広げていきたい。そして さらに，作

って遊ぶ時間をとるようにしたい。

最後に作って遊んで楽しかったことや気が付いたことを発表させたい 「おもりを小さくしたらつ。

りあった 「右と左の粘土の大きさを同じにしたらつり合った」など作りかえる前後や左右を比べた」

りしている発言には 「くらべたよマーク」を「うでのつけ方を変えたらつり合った」など「こうし，

たらこうなった」など関係付けた発言をとり上げ「こうしたらこうなるマーク」を黒板に貼り価値付

けていきたい。

さらに，次時では，長い竹ひごを見せ，自分も長い竹ひごを使ってやじろべえを作ってみたいと

いう意欲につないでいきたい。

９．準備

教師…やじろべえの材料（竹ひご，粘土，爪楊枝 ，ふりかえりカード くらべたよマーク） ,
こうしたらこうなるマーク
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（１／７）１０． 本時の展開

☆ 教材の工夫主な学習活動と内容 ○教師の支援

１．教師の作ったやじろべえを見て，本時のめあて ○ 教師の作ったやじろべえを用意して

を確認する。 おき，作って遊びたいという意欲をも

（１）教師の作ったやじろべえを見る。 たせる。

楽しく作って遊べるように，１年生☆

の子どもたちが扱いやすい竹串，油粘やじろべえっ たおれそうで ぼくもやって

土，爪楊枝を用意する。て，おもしろ たおれないな みたい。。

そう。

（２）めあてを確認する。 ○ 友達と比べ合えるように，グループ5
やじろべえをつくってあそぼう で活動させるようにする。

２．グループごとにやじろべえを作って遊ぶ。

（１）やじろべえを作って遊ぶ。 ○ 意欲を高めるためにおもりの重さを

変えたりうでの付け方を考えながら遊

指の先でゆら 何度やっても このやじろべ んでいる子どもを賞賛する。

ゆらしておも このやじろべ えは，こんな ○ なかなかできない子どもには，仕組

しろいよ。 えは，すぐ落 細いところに みが理解できるように教師の作ったや

ちるよ。 たつよ。 じろべを見せたり，できた子どものや

じろべえを見せたりする。

（２）やじろべえづくりのこつについて話し合う。20
○ おもりの重さが左右同じであるやじ

粘土に竹ひご 前より，粘土 右と左の粘土 ろべえがつり合うことに気付いた子ど

を刺すのは， を小さくした を同じ大きさ ものつぶやきを認める。

比べることの大切さを感じ取らせるたこのくらいが ら，つり合っ にしたら倒れ ☆

めに，前と比べたり，左右を比べたりしたいいよ。 たよ。 なくなったよ。

発言がでた時には，「比べたよマーク」を

黒板に貼り，価値付けるようにする。

３．本時学習を振り返り，次時の学習を知る。 ○ 本時の活動を振り返えるために，振35
（１）本時学習の感想を振り返りカードに書き，発 り返りカードに記入し発表の時間をと

表し合う。 る。

関係付けることの大切さを感じ取ら☆

せるために，つり合わせるためにどん前より粘土 同じ大きさ うでを前より，

な工夫をしたのかが言えた時には「こを大きくした の粘土のおも ななめにした

うしたらこうなるマーク」をを黒板にらつり合った りを使ってみ らつり合った

貼り，価値付けるようにする。よ。 たら，つり合 よ。

ったよ。

（２）次時の学習について教師の話を聞く。 ○ 次時の計画の時に見せる参考作品の

○ もっと長い竹ひごを使って，やじろべえを作っ 一部を見せ，次時への意欲をつなげる

て遊んでみよう。 ようにする。
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